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尾高城跡 国史跡へ
土塁の城から石垣の城へ
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尾高城の本丸と二の丸の間で発見された石垣
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尾
高
城
跡 

国
史
跡
へ

土
塁
の
城
か
ら
石
垣
の
城
へ

米子市尾高に広がる大山山麓の丘陵の端に位置する尾高城跡。
このたび、本丸と二の丸の発掘調査が進み、土でできた山城から石
垣を持つ近世的な城郭への移り変わりがわかる発見がありました。
当時の築城の変化を知る貴重な資料として評価され、10月20日に
国の文化審議会で尾高城を国史跡に指定するよう答申されました。
（正式な指定告示は令和６年２月予定）
今回は、尾高城のあらましや発掘調査の成果についてご紹介します。

尾高城跡アクセス
【公共交通】米子駅から路線バス（観光道路経由本宮・大山線）「尾高城」下車徒歩約５分
【車】米子自動車道・米子 I.C. から約５分（梅園駐車場・無料）

写真手前に広がる丘陵（点線内）が尾高城跡（城跡の西側から撮影）

大山

天神丸

中の丸
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乱
世
を
生
き
た
尾
高
城
の
変
遷

天神丸
南大首郭

Ⅳ郭

方形館跡越ノ前郭

二の丸

本丸

中の丸

今回の国史跡指定範囲

大首郭

　

尾
高
城
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
発
掘
調
査
な
ど
に
よ

り
鎌
倉
時
代
の
建
物
の
跡
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
当
時
の
領
主
の
館
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
は
、

山
名
氏（
山
陰
を
中
心
に
勢
力
を
持
っ

た
守
護
大
名
）の
一
族
の
幸ゆ

き
ま
つ松

氏
が

居
城
し
、
当
時
出
雲
を
支
配
し
て
い

た
尼
子
氏
の
伯
耆
侵
攻
に
対
し
、
争

領
主
の
館
か
ら
戦
国
城
郭
へ

西
伯
耆
の
交
通
の
要
衝

　

尾
高
城
は
、
大
山
山
麓
の
丘
陵
の

端
の
崖
地
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
お

り
、
西
側
か
ら
は
米
子
平
野
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
は
東
西
に
山
陰
道

が
通
り
、
日
野
方
面
へ
の
交
通
の
分

岐
点
で
あ
り
、
大
山
寺
へ
の
入
口
で

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
室
町
時

代
に
は
西
側
を
佐
陀
川
が
流
れ
て
お

り
、
水
陸
の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
た

め
、
西
伯
耆
（
鳥
取
県
西
部
）の
政

治
的
・
経
済
的
・
軍
事
的
に
重
要
な

場
所
で
し
た
。

東西約300m、南北約400mの範囲
に９つの主要な郭を連ねる城だっ
た。今回の国史跡の指定範囲は、
天神丸以外の８つの郭。

本丸

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

幸
松
氏
が
病
で
亡
く
な
っ
た
後
、

毛
利
元
就
は
重
臣
で
あ
る
杉
原
盛
重

を
城
主
と
し
て
送
り
込
み
ま
し
た
。

盛
重
は
尾
高
城
を
戦
国
城
郭
と
し
て

整
備
し
、
空か

ら
ぼ
り堀

（
水
の
な
い
堀
）や

土ど
る
い塁

（
土
を
盛
っ
た
防
壁
）、切き

り
ぎ
し岸
（
斜

面
を
削
っ
て
作
っ
た
崖
）で
堅
く
守

ら
れ
た
山
城
と
な
り
ま
し
た
。

土
塁
の
城
か
ら
石
垣
の
城
へ

　

盛
重
の
死
後
は
、
吉き

っ
か
わ川

広ひ
ろ
い
え家

が
城

主
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
調

査
で
は
、
本
丸
と
二
の
丸
の
間
か
ら

自
然
の
石
が
積
ま
れ
た
石
垣
が
見
つ

か
り
、
築
城
の
名
手
で
あ
る
広
家
が
、

尾
高
城
を
土
塁
の
城
か
ら
石
垣
の
城

へ
と
改
修
し
よ
う
と
し
た
変
遷
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
広
家
は
岩
国

（
山
口
県
）に
国
替
え
に
な
り
、
中
村

一
忠
が
尾
高
城
に
入
城
し
ま
し
た
。

米
子
城
の
完
成
後
は
支
城
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
一
国
一

城
令（
１
６
１
５
年
）に
よ
り
廃
城
と

な
り
、
そ
の
際
に
石
垣
を
壊
し
た
跡

も
こ
の
た
び
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
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山下地区

方形館跡

天神丸
Ⅳ
よん

郭
くるわ

守
り
が
堅
い
！
尾
高
城

　

尾
高
城
は
、
丘
陵
に
小
さ
な
谷
が
入
り
込
ん
だ
地
形
を
利
用
し
て
築

城
さ
れ
て
お
り
、
９
つ
の
主
要
な
郭
の
間
に
は
深
い
空
堀
が
迷
路
の
よ

う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
郭
は
土
を
盛
っ
た
防
壁
で
あ
る
土
塁
で
囲
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
発
掘
調
査
で
は
、
そ
の
一

部
に
石
垣
や
石せ

き
る
い塁

と
い
っ
た
石
造
の
構
造
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

中の丸

本丸の石塁

本丸を囲う土塁（土を盛って築いた防壁）の構
造を調査したところ、西側で石塁（石を積んだ
もの）が見つかりました。石塁は整地された
地面の上に構築されていることや、その形状
から、築地塀や門などの基礎であると考えら
れます。

南大首郭

南大首郭（みなみおおくびくるわ）の東側と南側に
は土塁が確認され、西側の隅には櫓状の建物跡が確
認されました。東側の空堀には大きな柱穴が見つか
り、堀の中央には木橋がかかっていたと考えられま
す。また、その空堀の外側では大きな建物跡が見つ
かり、文献に現れない鎌倉時代まで遡る、尾高城に
先行する領主の館だと考えられます。

名称に関する伝承が
わからないためⅣ郭
と名づけられている

名称に関する伝承が
わからないためⅣ郭
と名づけられている

城の中心にあり、
最も標高が高い郭
城の中心にあり、
最も標高が高い郭

南端の防御を担う南端の防御を担う

東側の玄関口東側の玄関口

城主の居館城主の居館

物資の搬入路物資の搬入路

南大首郭

整地面

石塁

南大首郭の西側隅の櫓跡

鎌倉時代の館があった跡

井戸

大首郭
方形館の防御方形館の防御
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尾高城跡の発掘調査の最新成果
―土の城から石の城へ―

これまで考えられていた尾高城跡の姿が一変す
る新たな発掘調査の成果を出土品やパネル展示
で説明しています。

■開催期間　～１月15日（月）
■休館日　火曜日、12月29日～１月３日
■会 場　米子市福市考古資料館（福市遺跡前）
■開館時間　午前９時30分～午後５時

Information

二の丸

本丸

越ノ前郭

城郭研究家・中井先生のコメント

尾高城跡の国史跡指定にあたり、城郭研究の第一
人者である中井均先生にコメントをいただきまし
た。
尾高城は伯耆守護の一族である幸松氏の居城であ
り、戦国時代には毛利氏の重要拠点として杉原盛
重が入れ置かれ西伯耆支配の拠点城郭となる。さ
らに豊臣政権下では吉川広家により改修され、慶
長 5年（1600 年）には関ケ原合戦の戦功で伯耆一
国を領した中村一忠が入城し、米子城に移るまで
その本城としている。
こうした戦国史が発掘調査によってほぼ裏付けら
れ、最終的には石垣や築地に伴うと見られる石塁
を構えた近世城郭へと変貌する構造が明らかにさ
れた。
このように尾高城は山陰の戦
国史を物語る第一級の城跡で
あり、国史跡指定にふさわし
い城跡である。

中井 均 先生（滋賀県立大学名誉教授） 当時の佐陀川

本丸北堀の石垣

本丸と二の丸の間の堀跡からは、大きな石がたくさん
見つかりました。このことから、堀の両側に石垣が構
築されていたことがわかりました。崩落した状態の石
もあり、廃城時に石垣を壊した証拠だと考えられます。
また、堀の底には大きな柱穴が見つかり、二の丸から
本丸にかけられた橋脚の跡だと考えられています。

米子平野の監視米子平野の監視

城の北東端の防
御を担う郭
城の北東端の防
御を担う郭

現在、本丸と二の丸は私有地のため、
許可なく立ち入ることはできません。

尾高城イメージ図

本丸側

二の丸側

～今後も発掘調査を続け、
適切な整備を進めます～

城の主要部分
土塁・築地塀・石
垣で囲われていた

城の主要部分
土塁・築地塀・石
垣で囲われていた


